









人びとは生まれた土地と身分とによって らかじめ決定された生からの解放を経験し 。この「縛りつけられているという感覚」からの解放、すなわち身分間移動の自由と空間移動の自由こそが、 〈近代〉なるものを根底から支える制度にほかな ない。ただし、この「自由」はけっしてあらゆ 的・ 間的 階層や序列を無化するものではなか た。明治五年の学制公布を背景に福澤諭吉『学問のすゝめ』
（明治五～九年）
が示してみせたような
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の所謂厭世家よ 徒 山村水郭を夢想する勿れ 何ぞ奮て汝が厭ふと云ふ社会の濁流を清めざる。
 


















九月十日 　晴 　立科の麓に秣を刈る 　浅間の煙薄し十一日 　陰晴不定 秣刈りに行く十二日 　小雨霧深し 　秣刈りに行く 　軍人にならんかと思ふ十三日 　晴 秣刈りに行く 　小き蝶多 南に飛ぶ十四日 　雨 魚釣りに行く十五日 　曇 秣刈りに行く十六日 　曇 秣刈りに行く
 
（竹舟生「日記」 、明治三三年一〇月、 『ホトトギス』 ）
　内面化している時間感覚の相違、と言ってしまえばそれまでか
もしれない。ともあれ、身分的に自由なはずの中学生たちの〈書くこと〉 が、 かえって硬直化した枠組みに囚われて不自由であり、逆に、 「この場所に容赦なく縛りつけられている」書き手の〈書くこと〉の方が自由であるという逆説が存在した、ということは確かなようである。
二
　正岡子規ほど「この場所に容赦なく縛りつけられている」とい


















































































構成されなければならぬ」 。また、 「夢想の家」が外界に対して独立しているよう 、各室の独立も保証されるべきだという。居住者は「外界の闖入を防御したる石造の室に在 読書し思索 恋愛するのである。真正の孤独と閑寂とを領して魂の眼を内に向るのであ 」 。
　同じ「興奮し易く疲労し易き神経」を持つ子規と阿部との、外





















だともいえ 。これに対して子規の綴る日録は むしろ「未知と多様性 分散」に対して開かれ いて、け して「隠れ家」にはならない。彼はつね 気 ぐれな「痛」の襲来に怯え 苦悶しがら日々を送るしかなく、その痛みと恐怖の中でしか いまの自己の生を実感することができなかったからだ。 「を しけ ば笑ふ。悲しければ泣く 併し痛の烈しい時には仕様がないから、うめくか、叫ぶか、泣くか、又 黙つて らへて居るかする。其中で黙つてこらへて居るのが一番苦しい。盛んにうめき、盛んに叫び、盛んに泣くと少しく痛が減ず 」
（四月十九日）
。うめきも叫











く書かざるには勝りなん」 とも言い、さらに 「聊か自ら慰むのみ」と、それが自足的な行為に過ぎないと自嘲してみせてもいる。しかし彼が読み手を欲していることは明白だろう。 彼の 〈書 こと〉は、うめき声や泣き声が他者の関心を惹くように、他者を／読む〉場に招き寄せ、そのことによって関係存在と の自己を確かめようとするのだ。
三
　子規の病状は「この場所に容赦なく縛りつけ」られたまま、日





人に 説明難致候へども先づ病気の種類が三種か四種か有之、発熱は毎日、立つ事 坐る事も出来ぬは勿論、此頃では頭を少し擡ぐる事も困難 相成、又疼痛 ため寝返り自由ならず蒲団の上 釘付にせられたる有様に有之候。
（中略）
容
態には変化極めて多く、今日明日を計らず今朝今夕を計らずといふ有様にて、此頃は引続いて宜しいと申やうな事 無之、それ故人に容態を尋ねられたる時答辞に窮し申候。 「此頃は善い方です」とは普通に人に答ふる挨拶なれども何の意味も無き語に有之候。一時的容態 斯く変化多けれども一年の容態をいへば昨年は一昨年よりも悪く、今年は昨年より悪き事歴々として事実に現れ居候。
（中略）
只小生唯一の療





彼の自己言及の語りは、 「真正の孤独と閑寂とを領して魂の眼を内に向ける」求心的かつ統一的な自己構築の様態 はまったく異なる、外部へと開かれたアイデンティティを形成するための語りである。 「あたりまえの話だが、ぼくらは自己の外部から酸素や水分、栄養などを絶えず摂取しなければ生きられない存在である。身体ないし生命としての「私」を維持するために、いつも外部から 「他者」 を取り込まなければならない、という逆説。だが、そのように他者を取り込むということは、同時に自己が絶えず他者化されることでもある。
（中略）
ぼくらはひとつの身体的存在






































































































や、鉢や台座 画一的なさまが面白くないらしく、つい れこれ熱心に修正案 書 綴ってしまう。
盆栽を飾りたる場所も必ずしも後ろに屏風を立てゝ盆栽許り見ゆるやうに置きたるに 限り申間敷、或は床の間に飾りたる処を写し、或は机の上に置きたる処を写し、或は手水鉢の側に置きたる処をも写し、或は盆栽棚に並べたる処をも写し、或は種々の道具に配合し 処をも写 、色々 写しやうは可有之と存候。
（中略）
要するに趣味は規則をはづれて
千変万化する処に可有之候。随つて盆栽 為すべき草木其物に就ても必ずしも普通の松楓など は限 まじく、何の木何の草 ても面白くすれば面白くなるべくと存候。
　子規の不満は、盆栽の置かれた空間のミニチュアとしての写真




















































まで──」 （ 『近代読者の成立』 、一九七三年一一月、有精堂）
（３） 　紅野謙介『投機としての文学 　活字・懸賞・メディア』 （二〇〇
三年三月、新曜社） 、関肇『新聞小説の時代 　メディア・読者・メロドラマ』 （二〇〇七年一二月、新曜社）を参照。
（４） 　正岡子規『墨汁一滴』 （明治三四年一月一六日～七月二日、 『日
本』 ） 。以下日付のみを注記するものはいずれも『墨汁一滴』からの引用である。
（５） 　ジャン＝ジャック・オリガス「遠いものと近いものと──正岡子
規の現実意識──」 （ 『物と眼 ─明治文学論集』 、二〇〇三年 月、岩波書店）
（６） 　これは『墨汁一滴』に限った性格ではない。金井景子「交響する
小宇宙──正岡子規 『筆まかせ』 の世界──」 一九九一年四月、 文学』 ） 、 「小さな世界はどのようにして語られたか──正岡子規『病牀六尺』を中心に──」 （一九九四年四月、 『国文学解釈と鑑賞』 ）を参照。
（７） 　ベアトリス・ディディエ 日記論』 （西川長夫ほか訳、一九八七
年九月、松籟社）
付
記　正岡子規の本文は、 『子規全集』 第十一巻 （一九七五年四月、 講談社）
による。なお、引用文中の漢字は現在通行の字体に改め、ルビは適宜省略した。
